
　５．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる 一般小売店［自然食
品］（経営者）

・世界的には不安要素もあるが、国内では悪くなる要素が見
つからない。

百貨店（販売促進担
当）

・今後もインバウンド消費の拡大が続くと見込んでいる。

やや良くなる 商店街（代表者） ・客から購買意欲が若干感じられるようになり、販売場所に
よっては、販売量が増加している。

一般小売店［結納品］
（経営者）

・足元はプレミアム付商品券の反動で非常に悪いが、ここか
らは良くなっていくと期待する。

一般小売店［土産］
（経営者）

・年末年始の観光需要に加えて、伊勢志摩サミット関連の効
果が期待できそうである。

一般小売店［書店］
（経営者）

・良くなっているという実感はないが、数字をみると、少し
ずつ良くなってきている。

一般小売店［和菓子］
（企画担当）

・政府の経済対策等で、先行きは良くなるという期待感が強
い。

一般小売店［書店］
（営業担当）

・例年、年度末に向けて受注増加が見込まれる。

百貨店（販売担当） ・ギフト需要が増える中で、自家需要も増える。下見客が多
く、購買意欲は高く感じる。販売量は変わらなくても、単価
アップが期待できる。

スーパー（店長） ・客層を見極めて、価格・鮮度・品ぞろえ等ベーシックな部
分をきちん行えば、客足は更に伸びる。

スーパー（店長） ・新年度に向けて様々な動きが出る時期である。人の動きも
活発になり、様々な商品も動き出すと期待をしている。しか
し、商品の動きが不安定なため、値上がりが今後も続くと、
また状況は変わってくる。

スーパー（総務担当） ・ボジョレーヌーヴォーの販売数が、前年よりも良い。
コンビニ（企画担当） ・当地域でも東京オリンピックが開催される2020年に向け

て、製造業や商業での明るい話題が多い。
コンビニ（エリア担
当）

・市場の背景を読み、生活に密着したコンビニならではの商
品展開で新たな客層を確保し、テレビＣＭ等の告知を強化
し、客単価の引上げと来客数の増加を目指す。

衣料品専門店（販売企
画担当）

・商品が確保できれば、販売量は再び増加する。

衣料品専門店［紳士服
洋品］（売場担当）

・中国人観光客が増える時期であり、国内需要もバレンタイ
ンや新入学・新社会人に対する需要が増える。

家電量販店（店員） ・前年の消費税増税の影響から落ち込みが続いているが、来
年の２～３月には少し良くなる。

乗用車販売店（経営
者）

・決算セールや新卒者向けの需要等で、年明けからは動きが
活発になりそうである。

乗用車販売店（従業
員）

・年度末と新型車種の登場が重なり、店頭が活気付くことを
期待する。高額車種を検討する客に動きがみられるので、何
とか受注に結び付けていきたい。

住関連専門店（営業担
当）

・年末に入って、再来年の消費税増税の前に、建築、リ
フォーム、内装工事等を発注あるいは完成を目指すムードが
出始めている。

その他専門店［雑貨］
（店員）

・新年を迎えるということで、客の動きが出てくる。

その他専門店［雑貨］
（店員）

・ボーナスの時期でもあり、年末年始商戦に期待する。

スナック（経営者） ・客からは、年末年始等で多少は付き合いも増えると耳にし
ている。少しは財布のひもが緩めばと期待をする。

都市型ホテル（経理担
当）

・インバウンドの増加が期待できる。

通信会社（企画担当） ・例年どおり、年末に向けては新規契約数が一層上向く。年
明けも多少は好調を維持する。

通信会社（営業担当） ・今後も設備投資が必要とされ、利用者の増大も見込める。
美容室（経営者） ・年末年始にかけて行事やイベント等が増える。ボーナスも

あり、いろいろな要素が重なって、客が金を使う機会も多く
なる。

変わらない 商店街（代表者） ・消費税の再増税が実施されるかが問題になる。
商店街（代表者） ・前年の消費税率増税以降の客単価下落と売上低迷が続く状

況は、当面変わらない。
商店街（代表者） ・これから景気が良くなるとは全く考えられない。これ以上

悪くはならないが、良くもならない。
商店街（代表者） ・展示会を行っても来客数、売上共に動きが良くない。歳末

セールの時期となるが、今後もこの傾向は続くように感じ
る。プレミアム付商品券も地元の自治体のやり方では、消費
促進にはつながらない。

家計
動向
関連

(東海)



商店街（代表者） ・客の様子を見ていても、相変わらず必要な物以外は買わな
い。客単価も伸びない。イベント等を行えば来客数は増える
が、何もないときは来客数が少ない状況が続いている。

一般小売店［生花］
（経営者）

・しばらくは厳しい状況が続く。

一般小売店［薬局］
（経営者）

・年末年始に入って客の購買が増え、年金支給月でもあるの
で期待をしたいが、足元の落ち込み状況では、景気の先行き
には期待が持てない。中身の濃いイベントを常に行う等、努
力が必要である。経済政策は大企業向けの一辺倒であるが、
個人商店への対策にも、もっと力を入れて欲しい。

一般小売店［贈答品］
（経営者）

・売上は、非常に調子が良い一部の会社や客に支えられ、慎
重な買い方をする一般客は少しマイナス傾向であるので、２
～３か月先の状況も現状維持が見込まれる。

一般小売店［土産］
（経営者）

・来年は伊勢志摩サミットがあるが、短期的には観光への大
きな影響はないものと思われる。

一般小売店［果物］
（店員）

・３か月ほどでは、現状の販売動向からは変わらない。

百貨店（売場主任） ・衣料品の購買は、まだ動きが弱く、インバウンドの売上
で、前年並みの実績を維持する状況が続く。

百貨店（売場主任） ・12月はお歳暮で来客数はやや増加する。様々なイベントを
行っているが、優待等があるから買うのではなく、欲しいか
ら買うという客が多いため、購入に至るケースは少ない。高
額商品の売上が減少しているので、引き続き厳しい状態が見
込まれる。

百貨店（企画担当） ・11月は気温が下がらなかったので防寒関連商材の動きが鈍
い。お歳暮の動きも悪く、消費者の購買意欲が高いとはいえ
ず、今後も売上は前年を下回る傾向が続く。

百貨店（経理担当） ・12月に入り一気に冷え込めば、冬物衣料品の動きも活発化
するだろうが、あまり期待できない。

百貨店（販売担当） ・再来年の消費税再増税への備えや高齢化による先行きの生
活への不安から、家計の支出には一層ブレーキがかかる。イ
ンバウンドを除く一般消費においては、先行きに明るさを感
じることができない。

百貨店（販売担当） ・消費の二極化に暖冬も加わり、主力の衣料品に好転の兆し
がみられない。高額所得者の消費は活発だが、中国経済や中
東情勢等の不安要因もあり、先行きに不透明感が強い。

百貨店（経営企画担
当）

・ボーナス商戦に期待をするが、主力である衣料品の不調は
12月も続きそうである。動きとしては横ばいと考えている。

スーパー（経営者） ・価格が同じで容量を減らす実質値上げの食品が相次いでい
る。所得が増えそうな実感はなく、消費が拡大するとは考え
にくい。

スーパー（店員） ・精肉の価格がやや上昇しているのは気掛かりだが、年末に
向けて、みかんの箱買い等、ふだんよりは買上げ点数が増え
る。

スーパー（販売促進担
当）

・今年になってから11月まで、悪いままの状況で推移してい
る。

スーパー（販売担当） ・チラシの日替セール等、安い商品は売れるが、通常価格の
商品の売行きは今一つという傾向が、先行きも続きそうであ
る。

スーパー（支店長） ・現状を打破する策が見当たらず現状維持に努めるしかな
い。利益を出しているのは大企業のみで、中小企業は相変わ
らず厳しい状況が続く。

コンビニ（エリア担
当）

・当面は今月と同様に好調な売上が期待できる。

コンビニ（エリア担
当）

・客単価は回復傾向といっても主力商品のおにぎりや弁当が
伸びず、良くなっている実感はない。今後もこういった傾向
がしばらくは続く。

コンビニ（商品開発担
当）

・買い控えの動きは、引き続き続くと考えられる。

衣料品専門店（経営
者）

・バーゲンになれば、以前のように衝動買いをする客は少な
いが、商品に納得をすれば購入する客も増えてくるので、そ
れなりに売上が増加する。

家電量販店（店員） ・４Ｋテレビの価格が低下している。販売台数は伸びるが価
格は一層下がり、売上としてはあまり増加しないと思われ
る。

乗用車販売店（経営
者）

・とりたてて良くなる要素も、悪くなる要素もないと感じ
る。

乗用車販売店（経営
者）

・これから各メーカーの新型車種の発売等が控えてはいるも
のの、一部ユーザーの動きにしか影響はなく、大勢は変わら
ない。

乗用車販売店（従業
員）

・先行きを楽観視するわけではないが、あまり不安感はない
ので、今のまま安定していくと見込んでいる。



乗用車販売店（従業
員）

・新型車種の発表が控えているが、既存オーナーの掘り起こ
しは終わっており、現状からは新規客も期待できないため、
良くなる見込みがない。

乗用車販売店（従業
員）

・年明けから１～２月までは変化はないという認識を持って
おり、足元の動きが続くと想定している。

乗用車販売店（従業
員）

・法人客の買換え需要は増えているが、個人客には全く景気
の恩恵がみられない。軽自動車は堅調であるが、メインで保
有する車の買換えの遅れが響いている。また、販売店、工場
共に、他社との競争が激化しており、収益は非常に厳しい状
況が続くとみられる。

乗用車販売店（従業
員）

・景気が良くなるとは思えないが、このまま、天災やテロ等
の大きな問題が起こらなければ、年末年始には、悪い状態か
らは少し改善する。

乗用車販売店（販売担
当）

・人気の車種や新型車種の販売量は増えてくるが、在庫がな
いため、思うようには登録台数の伸びにつながらない。

乗用車販売店（経理担
当）

・販売台数は、足元よりは増加すると思われるが、２～３月
はもともと決算セール等で販売量が増える時期であり、景気
が良くなるわけではなく、大きく変わることはない。

乗用車販売店（総務担
当）

・人手不足感は出ているが所得の増加は緩やかで、景気が良
くなるには、まだ時間がかかりそうである。

その他専門店［貴金
属］（営業担当）

・マイナンバー制度によって、財布のひもがやや固くなる可
能性がある。今年度はまだ良いかもしれないが、先々はやや
厳しくなる。

高級レストラン（役
員）

・予約客の反応は、前年同月と比較して同程度であるが、こ
の先の繁忙日を除く予約の動きは、まだ見通せない。

観光型ホテル（販売担
当）

・年末年始の支出はかなり抑えているように見受けられる。
特に、２月以降の一般宴会予約は、前年同月に比べて少な
く、今のところ景気が良くなりそうな要素はない。

都市型ホテル（支配
人）

・ホテルの集客はインバウンド頼みで、国内需要はあまり良
くない。

旅行代理店（経営者） ・３か月先を見通しても、景気が良くなるような材料は特に
見当たらない。

旅行代理店（経営者） ・スーパーは客を奪われる心配をしながらも生鮮品等を値上
げし、消費者の節約志向は来年も続く。周囲の状況からは、
少子高齢化に伴う消費減少が加速度的に進んでいるように感
じる。

旅行代理店（経営者） ・行き先を十分に吟味したうえで予約する客が多いため、先
行きの予約客を取り込むための見通しが難しい。海外から国
内にシフトできるような対処も必要である。

タクシー運転手 ・良くなる材料も悪くなる材料も見当たらないので、２～３
か月後も現状維持を見込む。

タクシー運転手 ・忘年会の時期であるが、良くなる気配が感じられない。先
行きも良くなるとは思えない。

通信会社（サービス担
当）

・光回線の申込は増加するが、携帯電話の掛け放題プラン等
で固定電話の需要は減っているので、新規申込よりも解約が
増え続ける。

通信会社（営業担当） ・先行きは需要期の年度末を迎えるが、前年と同様でこのま
まの状況では、来客数が増えるとは思えない。

テーマパーク（職員） ・急な変化ではないので、今後も現状の傾向が続く。
ゴルフ場（企画担当） ・２～３か月先は真冬となり、入場者数は雪等の天候次第と

なるが、景気としてはそれほど良くも悪くもならない。
設計事務所（経営者） ・案件数は少なく小規模なままで、ほとんど変化はない。先

行きに良くなる兆しは全くない。
住宅販売会社（経営
者）

・単価の安い商品しか売れない傾向が、先行きもまだ続く。

住宅販売会社（従業
員）

・国会が年明けからとなり政策的な動きもないため、年末に
向けての駆け込み需要には期待できない。先行きも変化なく
経過すると見込まれる。

その他住宅［不動産賃
貸及び売買］（経営
者）

・年末は明らかに不動産の動きが悪くなるが、年が明けれ
ば、少しずつ動き出す方向と見込まれる。

その他住宅［室内装飾
業］（経営者）

・リフォーム工事の引き合いが、引き続き増えている。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・年明けは、客の動きが悪くなる。
一般小売店［酒類］
（経営者）

・ふだんの飲食店への客足は、一層厳しくなっている。飲食
店の景気は、更に悪くなると考える。

百貨店（経理担当） ・企業業績に陰りがみられ、冬の賞与等、所得の改善には期
待できないことから、一段と消費が冷え込む。

百貨店（販売担当） ・クリスマス商品の出足が悪い。ハロウィンで盛り上がった
分、停滞している印象である。



スーパー（経営者） ・２月ごろは企業の稼働日数が少なく、一部を除いて全体的
に緩やかな稼働状況となる。国の補正予算も春以降の実施と
見込まれ、２月は景気回復の谷間の時期となる。中国経済の
減速もまだ続き我が国の輸出も伸びないため、本年度の景気
の底となる可能性が高い。

スーパー（商品開発担
当）

・相次ぐ競合店の出店もあり、来客数は現状より更に悪くな
る可能性が高い。客単価、１品単価も今までは好調であった
が、今月はやや下がったため、このままいくと厳しい状況に
なる。

スーパー（営業企画） ・景気を上向かせるような要因が見当たらない。今後は消費
税再増税の話題が増える中で、生活を防衛する意識がより一
層強まるため、消費の停滞を懸念する。

コンビニ（店長） ・客単価の下降がまだ続いている。
その他専門店［書籍］
（店員）

・年末年始を過ぎると、しばらく財布のひもは固くなるの
で、売上の面では期待ができない。

一般レストラン（従業
員）

・夏場が忙しい商売のため、寒い時期の売上は期待できな
い。来年は夏季オリンピックがあるが、ゴールデンタイムに
放送があると大変である。

その他飲食［仕出し］
（経営者）

・景気が良いという声が少ないと、ネガティブな方向へ徐々
に向かっていく。

観光型ホテル（経営
者）

・例年１～２月は閑散期となる。地元の経済力が徐々に落ち
てきており新たな需要もない。来客数が前年比で５～10％下
降する状況がまだ続く。可処分所得の向上を図るという話も
あるが、その前提となる企業収益が増えていないので、容易
には実現しないと思われる。

都市型ホテル（従業
員）

・予約数から、先行きはやや悪くなると見込んでいる。

都市型ホテル（経営
者）

・インバウンドによる好調をどれくらい維持できるか不安で
ある。

旅行代理店（経営者） ・客の財布のひもは固いと実感している。
旅行代理店（従業員） ・ここ１年で景気が回復しているようには実感できない。世

間でも同様ではないかと感じる。
旅行代理店（従業員） ・テロや情勢不安の影響に加え、インフルエンザ等の感染症

が多くなる時期に入るので、海外旅行客は更に減少する。国
内旅行も団体客が少なくなる時期で、見通しはあまり良くな
い。消費税率再引上げ前の駆け込み需要がどれくらい発生す
るかが、景気の先行きを左右する。

パチンコ店（経営者） ・前年の消費税増税や業界全体での低単価による薄利多売傾
向で、客が店を選別するようになっている。

その他レジャー［ス
ポーツレジャー紙］
（広告担当）

・今のまま消費税再増税を断行すれば、中小企業や地方は壊
滅的になる。景気に悪影響を及ぼさないよう、きちんと税収
増加が見込める対策を期待する。中国経済が慢性的に悪化と
の報道も耳にして心配である。

理美容室（経営者） ・客の話には景気が良くなる話題もあまりなく、来客数も少
ない。

美顔美容室（経営者） ・年内でキャンペーンが終わり、毎年、年明けから２～３か
月は販売量が減少する。

美容室（経営者） ・年末はパーマや毛染めの客で忙しくなる。その反動で２～
３か月先は来客数が減る。

美容室（経営者） ・地元からの若い女性の流出が多い。人口流出が止まらない
限り、地方の景気も良くならない。

その他サービス［介護
サービス］（職員）

・利用者数が減少し、パート職員の賃金も引上げにくいた
め、将来の見通しは悪い。

その他サービス［介護
サービス］（職員）

・寒い季節はレンタル機器の返却が増加する。

住宅販売会社（従業
員）

・住宅、リフォーム等の市場には活気がなく、先行きが不安
である。

悪くなる 旅行代理店（経営者） ・景気は全体としては良くなっていない。一部の人や企業が
良いだけである。年末に向けても、状況が好転するようには
感じない。

タクシー運転手 ・昼間のタクシー利用は必要経費でも、夜の利用では経費に
認められず、一層少なくなる。夜に使う金は余分な支出と見
なされ、減らされる方向に進んでいく。

理容室（経営者） ・客は消費税再増税の話題で持ちきりである。景気が良くな
るとは思えない。

その他住宅［住宅管
理］（経営者）

・民間工事は二極化が進み、新たな受注確保に苦戦してい
る。

良くなる － －
やや良くなる 食料品製造業（経営企

画担当）
・伊勢志摩サミットを来年に控え、関連商品の販売増加等の
期待が持てる。

企業
動向
関連



窯業・土石製品製造業
（社員）

・スマートフォン用部品の製造に関連して、消耗品の需要が
伸び続けており、一層の受注増加が期待できる。

輸送用機械器具製造業
（品質管理担当）

・客の生産計画によれば、しばらくは設備投資が続く見込み
である。

金融業（従業員） ・生産量のこの時期及び先の見通しが、例年よりも比較的良
さそうな感触である。

金融業（法人営業担
当）

・地元自動車メーカーの生産台数が増加する計画となってお
り、部品等の生産も増加する。

企業広告制作業（経営
者）

・賞与支給への期待感が大きい。

その他非製造業［ソフ
ト開発］（経営者）

・パリのテロ事件のように、世界的にどこで何が起こるかわ
からない。国内も同様かもしれないのに、日本全体が安心
ムードなことを危惧している。企業としては、好調であって
も開発の手を緩めてはならないと考えている。

変わらない 化学工業（人事担当） ・国内だけをみれば、決して景気が悪いとは思えないが、パ
リのテロ事件や中国経済の減速等、海外の不安要素を考える
と、しばらく景気は停滞する。

化学工業（総務秘書） ・良くなる話題も悪くなる話題も見当たらない。我が国に
とっては、来年の伊勢志摩サミットに向けて、安全対策が重
要となる。

鉄鋼業（経営者） ・希望的な受注見込みを持っているが、まだ実際の見積等の
動きには至っていない。実現がもう少し先と考えると、当面
はプラス要因が見当たらない。

金属製品製造業（経営
者）

・引き合いの動きも横ばいで、変わらない。

金属製品製造業（従業
員）

・同業他社の中には、今後の仕事量に不安を感じるとの声を
ちらほらと聞く。

一般機械器具製造業
（営業担当）

・中国での設備投資の落ち込みが予想ほどではないので、先
行きも現状維持は可能である。

一般機械器具製造業
（経理担当）

・受注量、販売量も安定した推移である。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・高成長は実現が困難にしても、まだ成長余地はある。世界
的に紛争が広がっており、急激な環境変化にも対応できるよ
う意識しておく必要を感じる。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・先行きも変化する要素が見当たらない。

電気機械器具製造業
（経営者）

・製品は中国向けが多く、中国の景気次第である。年末から
年度末に向けて、受注が増加するというような話はない。

建設業（営業担当） ・関係者と話をしていても、あまり変化はないと考える。
輸送業（経営者） ・国内消費、軽油価格や海外取引の先行きの動きにおいて、

大きな変化は見込まれない。
輸送業（従業員） ・季節商材は天候により動きが変わるが、景気が上向くよう

な要素は乏しい。燃料価格の下落に伴い、一部の荷主からは
運賃値下げを要求され、運賃単価の下落が心配である。その
一方で、利益が出ることによりトラックの買換えは促進され
る。業界としては、燃料価格の動向が最大の関心事である。

輸送業（エリア担当） ・微増傾向は続くが、お歳暮の時期であり、先行きは同業他
社の動向によって大きく左右される。

輸送業（エリア担当） ・これまでの同じ傾向が続くと見込まれる。
輸送業（エリア担当） ・燃料の軽油価格が前年比で約32円下がっており、非常に助

かっている。貨物の荷動きは、今一つ緩慢な状況が続いてい
る。

輸送業（エリア担当） ・例年通りであれば、年末は荷物の量が増え１～２月には閑
散期を迎える。先の状況はまだ読み切れない部分もあるが、
何か大きな動きや景気が変わるような前兆もないので、例年
並みと見込んでいる。

通信会社（法人営業担
当）

・中国やアジア諸国の経済成長の減速による、我が国の景気
への影響が懸念される。経済政策は力強さに欠ける。消費税
の軽減税率が中身のあるものになるか不安である。

金融業（企画担当） ・個人の資産を持たない層での自動車購入が目に止まるが、
消費のベースとなる給与が上がらないと、景気は更には良く
ならない。

不動産業（経営者） ・客には、引き続き様子見の状況がうかがえる。
不動産業（用地仕入） ・２～３か月先の景気に影響を与えそうな要素は見当たらな

い。
広告代理店（制作担
当）

・企画案件等により年明けの受注量も前年同期並みにはある
が、物件によって波があるため、大きく変化する要素は見受
けられない。

行政書士 ・先行きの荷物の量は現状維持である。

(東海)



公認会計士 ・円安による輸入材料のコストアップ等が収益性を悪化させ
ている。中小企業の雇用維持が厳しい。社会保険料の企業負
担が増え、人件費増加が更に収益性を悪化させている。

経営コンサルタント ・マーケットで好調なのは、富裕層向けの物件である。一般
消費者向けの物件は下落傾向が続いている。富裕層向けの物
件は株価次第で、くい工事の問題も出てきたので、先行きが
気掛かりである。

会計事務所（職員） ・消費税再増税はまだ先で、ＴＰＰ合意による影響もすぐに
は表れないことから、当面は変化がない。

会計事務所（社会保険
労務士）

・客には業況の良いところが多いが、先行きに対して楽観的
にはなれず、守りに入っている印象を受ける。新規に借入れ
るところはあまりなく、設備投資も一段落と思われる。

やや悪くなる 食料品製造業（営業担
当）

・給料が下がれば節約志向が強くなり、消費を一層抑えてい
くため、早い時期での景気回復は見込めない。

パルプ・紙・紙加工品
製造業（総務担当）

・現在は景気も良好に推移しているが、ボーナスや年末調整
の時期を過ぎ、２～３か月先の景気は少し下降する。

出版・印刷・同関連産
業（代表）

・アベノミクスのトリクルダウン効果が全く感じられない。
消費者の買い控え傾向は更に進み、右肩下がりで悪くなって
いるように感じる。

化学工業（営業） ・競合先の売り込み攻勢により、売上と収益が減少する可能
性がある。

電気機械器具製造業
（経営者）

・業界の台数規制等で、全体に景気が悪くなってきている。
今後の設備投資も見込めないこともあり、２～３か月先の売
上は期待できない。

輸送用機械器具製造業
（総務経理担当）

・指標となるスクラップ相場の動きや中国景気の減速から、
全体的な景気は悪くなると見込んでいる。

輸送用機械器具製造業
（経理担当）

・客の販売計画では、今月よりやや販売台数が減少する。新
規投資に伴う初期ロス費用が発生するため、利益も減少傾向
となる。

新聞販売店［広告］
（店主）

・折り込み広告の受注量が、前年同期に比べ悪くなってい
る。

その他サービス業［ソ
フト開発］（社員）

・年度末に向けて公共案件は減少してくる。

悪くなる 建設業（経営者） ・一部の業種に限って好況であったり、同業種でも業者に
よって好況、不況が分かれる等、景気の状況は相変わらずま
だら模様である。消費者のマインドは、依然として低下して
いる。

良くなる 民間職業紹介機関（営
業担当）

・年末までに採用を決定したいと考える企業が、ある程度は
増えてくる。

やや良くなる 人材派遣会社（社員） ・ターミナル駅周辺は、新ビルの開業ラッシュが続く。
人材派遣会社（営業担
当）

・例年、年明けから年度末にかけては新年度に向けた派遣ス
タッフの求人が伸びており、今年も同様の動きが期待され
る。

人材派遣会社（営業担
当）

・年末年始に向けて、多少は回復すると思われる。

人材派遣会社（営業担
当）

・製造業でも特定分野に限定されるが、民間航空機飛行試験
の成功による航空機産業の活性化や、自動車メーカーでの開
発の活発化等、明るい情報もあり景気の好転に期待したい。

人材派遣会社（支店
長）

・マイナンバーに関する業務委託や、派遣スタッフの短期的
な引き合いも含めて求人が増加傾向にあり、業況はやや回復
に向かう。改正労働者派遣法の施行の影響は、特にないもの
と見込まれる。

アウトソーシング企業
（エリア担当）

・採用者数増加の動きがあるが、人材不足のため思うように
は採用決定にまで至らない。景気は上向きに推移する。

その他雇用［広告代理
店］（求人広告担当）

・景気が急激に良くなるとは思わないが、少しずつゆっくり
とは良くなっている。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・忘・新年会シーズンの繁忙期に入り良くなる見込みである
が、足元が既に良いので、状況としてはあまり変わらない。

人材派遣会社（社員） ・求人は引き続き堅調に推移するが、企業のニーズに合う求
職者が不足している。

職業安定所（所長） ・管内に航空機関連の会社があるが、足元の雇用増加にはつ
ながらない。数年後には増えるであろうが、すぐにというわ
けではないので、このまま安定した景気の動きが続く。

職業安定所（職員） ・新規求職者の中では、在職者が前年同期よりも増加してい
るが、正社員採用等の条件の良い求人がなかなか増えない。

職業安定所（職員） ・大手企業を中心に好調な業績が見込まれるが、中小企業の
多い当地では、家計も含めて引き続き厳しい。中国経済減速
の影響は大きいとの声も出ている。求人数は増加傾向にはあ
るものの、相変わらず正社員よりも販売業を中心にパートで
の募集が見受けられる。改正労働者派遣法の施行に伴う派遣
事業者の動きも目立っている。

雇用
関連

(東海)



職業安定所（職員） ・中国景気の減速や中期に渡って続く円安が、県内の生産・
消費にも徐々に影響し、景気回復の歩調を更に鈍化させる。

職業安定所（職員） ・新規求人数は引き続き増加し、有効求人数も増加する方向
にあるが、窓口で事業主の話を聞くと、欠員補充は急ぐもの
の、設備投資等に関連する新規募集は景気の動向を見極めて
からという声が、少し増えている。

民間職業紹介機関（営
業担当）

・消費税の軽減税率の動向等によっては、消費者の意識も変
化し、景気の先行きにも大きく作用する。また、中小企業の
従業員を対象とする処遇改善方策の有無によっても意識は変
化する。

学校［専門学校］（就
職担当）

・例年よりも会社説明会や採用試験等は頻繁に開催され、企
業の採用への積極性を感じる一方で、実際の内定件数は、前
年同月と比べると若干出遅れている。

やや悪くなる 新聞社［求人広告］
（営業担当）

・地方の物の動きが鈍化し、企業の設備投資も少ない。

新聞社［求人広告］
（営業担当）

・くい工事の問題も続いており、不動産業界には少なからず
影響がある。パリのテロ事件の影響は、旅行業界には大打撃
である。正月を前に、景気の先行きに不安の影を落としてい
る。

職業安定所（職員） ・有効求人倍率は依然として高い水準を維持しているもの
の、企業は必要な人材を確保できない状況が続いており、今
後もこの流れが続いていく。

職業安定所（職員） ・求職者数は前年同月比で減少しているが、求人数がそれ以
上に減少している。

悪くなる － －
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